








　全国各地で大規模な地
じ

震
しん

や風水害な
どの自然災害が繰

く

り返し発生しているこ
とから、こうした危機への備えと、防災・
減災に資する多角的な対策が必要とさ
れています。

　情報通信技術の発展に伴い、その活
用を促進するとともに、行政サービスの
効率化・デジタル化と安全性の確保に
取り組むことが求められています。

国
こく

籍
せき

や文化的背景、障害の有無、性自
認・性的指向、年

ねん

齢
れい

などに関わらず、誰
だれ

も
が個性や価値観を尊重され、安心して
自分らしく生活し、活

かつ

躍
やく

できる共生社会
づくりが求められています。

　国際社会共通の目標であるＳＤＧｓの
理念を踏

ふ

まえ、誰一人として取り残さな
い持続可能な地域づくりに向けて、市民
や事業者などとの協働により、各施策を
推進していくことで、その達成に寄

き

与
よ

して
いくことが求められています。

よう！

災害に強い
地域づくり

情報通信技術
（ICT）の活用

価値観の多様化・
共生社会の実現

SDGs※への対応

※SDGsとは、平成27年（2015年）の国連サミットで採択された令和12年（2030年）までの国際社会共通の「持続可能な開発
目標」のことをいいます。地球上の誰一人として取り残さない持続可能で多様性と包摂性のある社会を実現するため、17の
ゴールを提示しています。

（出典）国際連合広報
センター資料
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　本市の総人口は、昭和29年（1954年）の市制施行以降、一
いっ

貫
かん

して増加傾
けい

向
こう

にあり、令和2年

（2020年）時点で26万人に達しています。

これまでの人口推移

5.4
万人

17.7
万人

21.9
万人

26.0
万人

昭和30年
（1955年）

昭和50年
（1975年） 平成12年

（2000年） 令和2年
（2020年）

府中市の人口はどうなる？

※総人口は各年1月1日時点の住民基本台帳人口
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　本市の総人口の将来見通しは、令和12年（2030年）の26.2万人をピークに減少に転じ、令和

32年（2050年）には令和2年（2020年）比で4.8パーセント減少、令和42年（2060年）には同

年比で10.3パーセント減少する見
み

込
こ

みです。

　年齢3区分別に将来推移を見ると、14歳以下の年少人口と15～64歳の生産年齢人口の割合

は減少する一方で、65歳以上の高齢者人口の割合は急激に増加し、少子高齢化が進行する

見込みです。

これからの人口予測

※構成比は小数点以下第2位を四捨五入しているため、合計は必ずしも100パーセントとはなりません。
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250,000

300,000
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13.1％

65.0％

22.0％

12.3％

64.9％

22.8％

11.4％

64.0％

24.5％

11.2％

61.5％

27.3％

11.0％

58.1％

30.8％

10.9％

55.9％

33.2％

10.7％

54.5％

34.8％

10.5％

54.1％

35.4％

10.3％

54.2％

35.4％

26.0万人 26.2万人 26.2万人 26.1万人 25.8万人 25.3万人 24.8万人 24.2万人 23.4万人

令和2年
（2020年）

令和7年
（2025年）

令和12年
（2030年）

令和17年
（2035年）

令和22年
（2040年）

令和27年
（2045年）

令和32年
（2050年）

令和37年
（2055年）

令和42年
（2060年）

高齢者人口
（65歳以上）

総人口
（推計値）

生産年齢人口
（15～64歳）

年少人口
（14歳以下）
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府中市の財政状況は？

歳
さい

入
にゅう

の状況を見ると、納税義務者数の増などを反映し、市民税や固定資産税といった市税や、

収益事業収入などが増加傾向となっています。一方、歳
さい

出
しゅつ

では、社会保障関係経費である扶
ふ

助
じょ

費
ひ

や繰
くり

出
だし

金
きん

、公共施
し

設
せつ

やインフラの維
い

持
じ

補修などの経費が増加傾向にあります。

　また、令和2年度（2020年度）には、新型コロナウイルス感染症対策に重点的に取り組みました。

これまでの財政状況

※歳入・歳出は「普
ふ

通
つう

会計」の決算値を掲載

文化センター
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0
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511
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504
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1,070
1,141

989 1,030

1,348

111
110

112 114

125

280
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287 301

315

204
199

91 90

107

43
42

41 41

40514

528
528

520

188 173 182 192 200

1,099
1,172

1,024 1,056

1,387

56
76

17 20 19

323
292

276 298

613

21 117 21 18 35

平成28年度
（2016年度）

平成29年度
（2017年度）

平成30年度
（2018年度）

令和元年度
（2019年度）

令和2年度
（2020年度）

平成28年度
（2016年度）

平成29年度
（2017年度）

平成30年度
（2018年度）

令和元年度
（2019年度）

令和2年度
（2020年度）

市税
国庫・
都支出金

人件費

扶助費

公債費
投資的経費
その他

基金繰入金
市債

その他

くりいれきん

こうさい  ひ

し さい

歳入 歳出
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歳入の根幹である市税は、新型コロナウイルス感染症拡大の影
えいきょう

響を受け、景気の動向が不
ふ

透
とう

明
めい

な中、現在の状況や今後の変動要因等を勘
かん

案
あん

し、横ばいになると見込んでいます。一方、歳出
では、高齢化の更なる進展により、扶助費をはじめとした社会保障関係経費の増加が予想され

るほか、学校などの公共施設の更
こう

新
しん

や大規模修
しゅう

繕
ぜん

、防災・減災対策や環境施策など、時代の要請

に応じた施策も求められています。

これからの財政見通し
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100
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（億円） （億円）

令和3年度
（2021年度）

令和4年度
（2022年度）

令和5年度
（2023年度）

令和6年度
（2024年度）

令和7年度
（2025年度）

令和3年度
（2021年度）

令和4年度
（2022年度）

令和5年度
（2023年度）

令和6年度
（2024年度）

令和7年度
（2025年度）

市税
国庫・
都支出金

人件費
扶助費市債

基金繰入金

公債費
投資的経費
その他

その他

183

456 486 474 473 473

129

131
135

136
138

1,102

1,218
1,103

1,155 1,111

322

321
323

325
326

38

35
40

40
43

157
245

144 195 145

190 167 168 166

481
505

505
502 504

1,102

1,218

1,103
1,155

1,111

335
346

336
349 353

64
94 52

57
38

39 83 43 79 50

歳入 歳出
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基本構想

　わたしたちのまち府中は、地名が武蔵国の国府の設置に由来し、誇
ほこ

りを持てる歴史

と文化が現在にも息づいており、緑を始めとする豊かな自然環境と、商業や交通にお

ける利便性といった都市機能が調和する、魅
みりょく

力的で住みよいまちとして発展してきま

した。

　わたしたちは、先人から受け継
つ

いだ貴重な財産を礎
いしずえ

としながら、これからも市民が

主役となり、誇りと愛着を持ってこのまちに住み続けることができるよう、まちづくりを

進めます。また、時代や環境の大きな変化にも柔
じゅう

軟
なん

に対応し、お互
たが

いが連
れん

携
けい

・協力して

地域の課題解決に取り組む、協働によるまちづくりを推進していきます。

　わたしたちは、まちづくりの基本理念を踏まえ、

「人と人とのつながりを紡
つむ

いで“きずな”という力にして」

「未来を拓
ひら

く強い意志で何事にも取り組み」

「誰もが心ゆたかに日々の生活を送ることができるまち」

を目指して、

『きずなを紡
つむ

ぎ  未来を拓
ひら

く  心ゆたかに暮らせるまち  府中』
を都市像として掲

かか

げます。

まちづくりの基本理念

都市像 （まちの将来像）
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基本目標

基本目標1

人と人とが支え合い  誰もが幸せを感じるまち

基本目標2

緑とともに暮らせる  快適で安全安心なまち

基本目標3

多様性を認め合い  人と文化が磨
み が

かれるまち

基本目標4

魅力あふれる  うるおいと活力のあるまち

保健 福
ふく

祉
し

生活 環境

文化 学習

都市
基
き

盤
ばん 産業
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まちづくりの大綱

まちづくりと行財政運営の

基本施策❶ 健康づくりの推進

基本施策❷ 子ども・子育て支
し

援
えん

の充実

基本施策❸ 高齢者サービスの充実

基本施策❹ 障害者サービスの充実

基本施策❺ 社会保障制度の充実

基本施策❻ 生活の安定の確保

基本施策❼ 共に生きるまちづくりの推進

基本施策❶ 緑と生きものを育むまちづくりの推進

基本施策❷ 生活環境の保全・向上

基本施策❸ 循
じゅんかん

環型社会形成の推進

基本施策❹ 交通安全・地域安全の推進

基本施策❺ 災害に強いまちづくりの推進

1基本目標　　　 人と人とが支え合い 誰もが幸せを感じるまち 保健 福祉

　　　 緑とともに暮らせる 快適で安全安心なまち 生活 環境2基本目標
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　　　 多様性を認め合い 人と文化が磨かれるまち 文化 学習3基本目標

大
た い

綱
こ う

基本施策❶ 互いを尊重し、つながり合うまちづくりの推進

基本施策❷ 生
しょうがい

涯にわたる学習活動の推進

基本施策❸ 文化・芸術活動の支援

基本施策❹ スポーツ活動の支援

基本施策❺ 学校教育の充実

基本施策❻ 青少年の健全育成

基本施策❶ 快適で住みやすいまちづくりの推進

基本施策❷ 地域特性を生かした都市空間の形成

基本施策❸ 都市基盤の保全・整備

基本施策❹ にぎわいの創出

基本施策❺ 都市農業の育成

市民参加と協働によるまちづくり

市民に身近な広報・広
こうちょう

聴

安定的かつ効率的な行政運営

健全で持続可能な財政運営

　　　 魅力あふれる うるおいと活力のあるまち 都市
基盤 産業4基本目標

基本方針①

基本方針②

基本方針③

基本方針④

行財政運営の大綱
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前期基本計画

　令和元年（２０１９年）に発生し、世界中に感染が広がった新型コロナウイルス感染症（ＣＯＶＩＤ－

１９）は、その後の感染力を増した変異株の拡大もあり、外出や営業の自
じしゅく

粛など、市民生活と経済

活動に甚
じんだい

大な影響を与えています。このかつて経験したことのない厳しい状況を乗り越え、市民

の暮らしを回復していくためには、感染拡大防止と経済再生の両立を図るウィズコロナの視点と、

感染症収束後を見据えたポストコロナの視点を持ちつつ、各種取組を推進していくことが求めら

れています。

　前期基本計画に位置付けた各施策の推進に当たっては、これらの視点を踏まえ、ウィズコロ

ナ・ポストコロナ時代における様々な変化に柔軟に対応し、市民の健康と暮らしを支える取組を

進めていきます。

　SDGｓは、国際社会全体の普
ふ

遍
へん

的な目標であり、その実現のためには、国家レベルでの取組を

始め、地方自治体を含むあらゆるステークホルダー※が連携し、様々な取組を推進していくことが

求められています。

　前期基本計画の各施策のめざす姿や方向性は、持続可能で多様性と包
ほうせつ

摂性のある社会の

実現を目指すSDGｓの理念とも共通するものが多くあることから、SDGｓの１７のゴールとの関係

を意識し、各施策の取組を推進していくことにより、その達成に寄与していきます。

ウィズコロナ・ポストコロナ時代への対応

SDGsとの関係

（出典）国際連合広報センター資料

※ステークホルダーとは、企業や消費者、投資家、労働者、NPOなど、ここではSDGsに係る課題解決に関与する組織や個人
のことをいいます。
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　基本構想における都市像の実現に向けて、前期基本計画の期間内に、市民との協働により、

重点的かつ優先的に実
じっ

施
し

すべき、地方創生に資する分野横断的な取組を示すものとして重点

プロジェクト（第２期府中市まち・ひと・しごと創生総合戦略）を設定します。

重点プロジェクト （第２期府中市まち・ひと・しごと創生総合戦略）

基本構想

前期基本計画

きずなを紡
つむ

ぎ  未来を拓
ひら

く  心ゆたかに暮らせるまち  府中都市像

重点プロジェクト
（第2期府中市まち・ひと・しごと創生総合戦略）

プロジェクト1

地域でつながり
安心して暮らせる
まちづくり

プロジェクト2

未来を担う
ひとを育む
まちづくり

プロジェクト3

活気に満ちた
交流が盛んな
まちづくり

① 中心市街地における魅力あふれる空
間の創出

② 活力を生み出す拠
きょ

点
てん

の形成
③ 地域資源をいかしたにぎわいの創出

① 妊
にん

娠
しん

期から子育て期までの切れ目の
ない支援体制の充実

② 子どもの個性に応じた支援の充実
③ 魅力ある学校づくりの推進

目標目標

① 危機管理対策の推進
② 地域交流と支え合いのコミュ
ニティづくり

③ 暮らしに関わる施設の安全
対策の推進

目標

市民と共に
協働により
取り組みます
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施策体系

都
市
像

　　　　　　　　　　　　きずなを紡
つむ

ぎ　未来を拓
ひら

く　　　

基
本
目
標

１
人と人とが支え合い
誰もが幸せを感じるまち
（保健・福祉）

2
緑とともに暮らせる
快適で安全安心なまち
（生活・環境）

基　

本　

施　

策　
（
基  
本  

方  

針
）

1 2 3 4 5 6 7 1 2 3 4 5

健
康
づ
く
り
の
推
進

子
ど
も
・
子
育
て
支
援
の
充
実

高
齢
者
サ
ー
ビ
ス
の
充
実

障
害
者
サ
ー
ビ
ス
の
充
実

社
会
保
障
制
度
の
充
実

生
活
の
安
定
の
確
保

共
に
生
き
る
ま
ち
づ
く
り
の
推
進

緑
と
生
き
も
の
を
育
む
ま
ち
づ
く
り
の
推
進

生
活
環
境
の
保
全
・
向
上

循
環
型
社
会
形
成
の
推
進

交
通
安
全
・
地
域
安
全
の
推
進

災
害
に
強
い
ま
ち
づ
く
り
の
推
進

施　
　
　
　

策

１ ２ ３ ４ ５ ６ ７ ８ ９101112131415161718192021 22232425262728293031323334

健
康
づ
く
り
の
支
援

疾
病
予
防
対
策
の
充
実

地
域
医
療
体
制
の
整
備

地
域
に
お
け
る
子
育
て
支
援

妊
娠
期
か
ら
子
育
て
期
ま
で
の
継
続
的
な
支
援

ひ
と
り
親
家
庭
へ
の
支
援

教
育
・
保
育
サ
ー
ビ
ス
の
充
実

高
齢
者
が
い
き
い
き
す
る
た
め
の
支
援

高
齢
者
が
住
み
慣
れ
た
地
域
で
安
心
し
て
暮
ら
す
た
め
の
支
援

障
害
者
の
社
会
参
加
の
推
進

障
害
者
差
別
の
解
消
と
相
談
支
援
機
能
の
充
実

障
害
者
の
地
域
生
活
支
援

障
害
児
へ
の
支
援
の
充
実

高
齢
者
医
療
制
度
の
普
及
と
推
進

国
民
健
康
保
険
の
運
営

国
民
年
金
の
普
及

介
護
保
険
制
度
の
円
滑
な
運
営

低
所
得
者
の
自
立
支
援

住
宅
セ
ー
フ
テ
ィ
ネ
ッ
ト
制
度
の
推
進

つ
な
が
り
支
え
合
う
地
域
づ
く
り

安
心
し
て
生
活
で
き
る
福
祉
環
境
の
整
備

生
物
多
様
性
の
保
護
と
回
復

公
園
緑
地
等
の
活
用
促
進

環
境
に
配
慮
し
た
活
動
の
促
進

ま
ち
の
環
境
美
化
の
推
進

公
害
対
策
の
推
進

斎
場
・
墓
地
の
管
理
運
営

ご
み
の
発
生
抑
制
・
循
環
的
な
利
用
の
促
進

継
続
的
・
安
定
的
な
ご
み
の
適
正
処
理
の
確
保

交
通
安
全
の
推
進

地
域
安
全
の
推
進

危
機
管
理
対
策
の
強
化

消
防
力
の
充
実

震
災
に
対
応
し
た
建
築
物
等
の
誘
導
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心ゆたかに暮らせるまち　府中

3
多様性を認め合い

人と文化が磨かれるまち
（文化・学習）

4
魅力あふれる

うるおいと活力のあるまち
（都市基盤・産業）

行財政運営

1 2 3 4 5 6 1 2 3 4 5 1 2 3 4

互
い
を
尊
重
し
、つ
な
が
り
合
う
ま
ち
づ
く
り
の
推
進

生
涯
に
わ
た
る
学
習
活
動
の
推
進

文
化
・
芸
術
活
動
の
支
援

ス
ポ
ー
ツ
活
動
の
支
援

学
校
教
育
の
充
実

青
少
年
の
健
全
育
成

快
適
で
住
み
や
す
い
ま
ち
づ
く
り
の
推
進

地
域
特
性
を
生
か
し
た
都
市
空
間
の
形
成

都
市
基
盤
の
保
全
・
整
備

に
ぎ
わ
い
の
創
出

都
市
農
業
の
育
成

市
民
参
加
と
協
働
に
よ
る
ま
ち
づ
く
り

市
民
に
身
近
な
広
報
・
広
聴

安
定
的
か
つ
効
率
的
な
行
政
運
営

健
全
で
持
続
可
能
な
財
政
運
営

35363738394041424344454647484950515253 54555657585960616263646566676869 101 102 103 104 105 106 107 108

人
権
意
識
の
醸
成

平
和
意
識
の
啓
発

男
女
共
同
参
画
の
推
進

都
市
間
交
流
の
促
進

多
文
化
共
生
の
推
進

地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
活
性
化
支
援

学
習
機
会
の
提
供
と
環
境
づ
く
り
の
推
進

図
書
館
サ
ー
ビ
ス
の
充
実

市
民
の
文
化
・
芸
術
活
動
の
支
援

文
化
施
設
の
有
効
活
用

歴
史
文
化
遺
産
の
保
存
と
活
用

ス
ポ
ー
ツ
活
動
の
普
及
・
促
進

ス
ポ
ー
ツ
環
境
の
整
備

ト
ッ
プ
チ
ー
ム
等
と
の
連
携

社
会
を
主
体
的
・
創
造
的
に
よ
り
よ
く
生
き
る
力
の
育
成

学
び
の
機
会
を
保
障
す
る
た
め
の
支
援
の
充
実

子
ど
も
の
学
び
を
支
え
る
教
育
環
境
の
充
実

小
学
生
の
放
課
後
の
居
場
所
づ
く
り
の
推
進

青
少
年
健
全
育
成
活
動
の
推
進

計
画
的
な
土
地
利
用
の
推
進

適
正
な
開
発
事
業
の
誘
導

質
の
高
い
建
築
物
の
確
保

魅
力
あ
る
景
観
の
保
全
・
形
成

公
共
交
通
の
利
便
性
の
向
上

市
内
の
拠
点
に
お
け
る
ま
ち
づ
く
り
の
推
進

け
や
き
並
木
と
調
和
し
た
ま
ち
づ
く
り
の
推
進

安
全
で
持
続
可
能
な
道
路
機
能
の
保
全
・
整
備

下
水
道
施
設
の
機
能
確
保

中
小
企
業
の
経
営
基
盤
強
化
の
支
援

地
域
商
業
の
振
興

工
業
の
育
成

観
光
資
源
の
活
用
・
創
出
に
よ
る
地
域
活
性
化

消
費
生
活
の
向
上

農
地
の
保
全
及
び
魅
力
あ
る
農
業
経
営
へ
の
支
援

農
業
と
ふ
れ
あ
う
機
会
の
拡
充

多
様
な
主
体
に
よ
る
地
域
貢
献
活
動
の
促
進
と
市
民
協
働
の
推
進

多
様
な
媒
体
を
活
用
し
た
市
政
情
報
の
発
信

広
聴
活
動
・
情
報
公
開
の
充
実

安
定
的
な
行
政
サ
ー
ビ
ス
の
提
供

市
民
ニ
ー
ズ
や
行
政
課
題
に
的
確
に
対
応
で
き
る
人
材
の
育
成

デ
ジ
タ
ル
化
の
推
進
と
情
報
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
の
強
化

長
期
的
視
点
に
立
っ
た
公
共
資
産
の
維
持
・
活
用

持
続
可
能
な
財
政
運
営
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市民の皆
み な

さんと一
いっ　しょ

緒につくり

　第６次総合計画の進
しん

捗
ちょく

状況の確認と、第７次総合計画の策定に向けた

計画見直しのポイントや、市民と市が協働して行う取組のアイデア、めざ

すまちの姿や基本目標などについて、検討を行いました。メンバー構成

は、公募市民３７人、市職員２０人の合計５７人、令和２年８月８日から１０月

３１日までの期間で会議を６回開催し、市長に報告書を提出しました。

　市長の諮
し

問
もん

に応じて、第７次総合計画の策定に関し

て必要な調査及び審議を行いました。委員の構成
は、市議会議員7人、教育委員会委員1人、農業委員会委員1人、公共的団体の役員11人、学識経験

者６人、公募市民３人、市職員1人の合計３０人、令和２年７月１６日から令和３年１０月１５日までの期間

で審議会を１０回開
かい

催
さい

し、結果をまとめ、市長に「第７次総合計画（答申）」を提出しました。

　市民検討会議報告書などを基に、第７次総合計画の素案を作成しまし

た。委員の構成は、審議会委員の中から選出した8人、令和2年12月2日

から令和3年8月24日までの期間で委員会を7回開催し、審議会に基本

構想と前期基本計画の素案を提出しました。

市民検討会議

起草委員会

総合計画審議会

開催日
●第1回　令和2年12月2日
●第2回　令和2年12月16日
●第3回　令和3年3月5日
●第4回　令和3年5月17日
●第5回　令和3年7月1日
●第6回　令和3年7月2日
●第7回　令和3年8月24日

開催日
●第1回　令和2年8月8日
●第2回　令和2年9月5日
●第3回　令和2年9月19日
●第4回　令和2年10月3日
●第5回　令和2年10月17日
●第6回　令和2年10月31日

開催日
●第1回　令和2年7月16日
●第2回　令和2年8月20日
●第3回　令和2年10月8日
●第4回　令和3年2月18日

●第5回　令和3年3月25日
●第6回　令和3年5月28日
●第7回　令和3年7月28日
●第8回　令和3年7月30日

●第9回　令和3年9月9日
●第10回　令和3年10月15日
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ました！ 

　市民の中から無作為（ランダム）に抽出した１，５００～３，０００

人を対象に参加者を募
つの

り、令和２年度と令和３年度にそれぞれ

２回、合計４回開催しました。令和２年度は、市民延べ７４人が

参加し、理想のまちのイメージや都市像について意見交
こう

換
かん

を行い、検討結果をまとめ、審議会へ

資料として提出しました。令和３年度は、市民延べ６７人が参加し、新しい総合計画の効果的なＰＲ方

法を検討し、PR映像の制作などに取り組みました。

　市内で活動されている団体、市と地域活性化に

関する協定を締
てい

結
けつ

している企
きぎょう

業、市内大学の皆様に

お集りいただき「保健・福祉」「生活・環境」「文化・学習」

「都市基盤・産業」の４つの分野ごとにグループに分

かれて、地域課題の解決に向けた協働の取組など

について意見交換を行いました。ミーティングは令和

２年度に２回開催、延べ３７団体が参加し、検討結果を

まとめ、審議会へ資料として提出しました。

タウンミーティング

グループミーティング

開催日
●令和2年8月22日
●令和2年9月26日

●令和3年12月18日
●令和4年2月5日

開催日
●令和3年3月26日　午後・夜間

り、令和２年度と令和３年度にそれぞれ

しました。令和２年度は、市民延べ７４人が

完成したPR映像は
こちら
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